
セグメント別業績

リコーリース株式会社、テクノレント株式会社主要会社

リコーリース株式会社、エンプラス株式会社、株式会社Welfareすずらん主要会社

リコーリース株式会社主要会社

インベストメント事業は、契約実行高においては、物流施設向けの信託受益権へ
の投資が大きく伸長し、増加しました。その結果売上高、セグメント利益ともに
増加しました。

● 2024年度の業績

※リース債権流動化を控除しない残高を表示
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太陽光発電
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リース＆ファイナンス事業は、契約実行高においては、Windows10サポート終了
によるパソコンの入替需要や、複数の大口案件が牽引し、増加しました。新規契
約獲得利回りは収益性重視の方針のもと、引き続き向上しました。売上高は前年
の大口解約案件の反動減により減少したものの、セグメント利益は増加しました。

● 2024年度の業績

サービス事業は、集金代行サービスにおいては、既存顧客に対する取扱件数が増
加したことに加え、新規成約案件も順調に稼働しました。医療・介護ファクタリン
グサービスにおいては、サービスへの需要は継続して高まり、取扱高は堅調に増
加しました。売上高は増加したものの、事業基盤強化に向けた投資により販売費
及び一般管理費が増加し、セグメント利益は減少しました。

● 2024年度の業績

リース＆ファイナンス事業リース &ファイナンス事業

リース＆ファイナンス事業サービス事業

リース＆ファイナンス事業インベストメント事業
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契約実行高（商品別）セグメント利益
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